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４．協   議 

  ① 令和４年度予算 主要事業の概要（案）について   ･･･ 資料① 

               ～ 休 憩 ～ 

  ② 自由討議 

 

 

 

５．そ の 他 

今後のスケジュール                   ･･･ 資料② 

 

 

 

６．閉   会 



　この資料は、令和３年度第３回飛騨市総合政策審議会の資料です。

　内容は現在も協議中のものであり、今後は市全体の予算のバランスの中で、予

算化を検討し議会に上程します。

　したがって、この資料に掲載の事業は、実施を決定するものではありません。

　お取扱いには十分ご注意いただきますよう、お願い致します。

取扱注意

令和４年度予算 主要事業の概要（案）

令和3年12月23日

資料①





●　特色ある政策の深化

　国内における３回目のワクチンの接種がスタートし、政府による「ワクチン・検査パッケージ」を

活用した経済活動の再開が進む中、令和４年度は国内の経済活動、社会活動が正常に戻

ることが予想されます。

　このように、令和４年度予算は、アフターコロナにおける持続可能な社会の実現を目指し、

飛騨市に関わる全ての皆様が、それぞれ住み慣れた環境の中で心豊かに穏やかに、そして毎

日の生活を楽しく暮らすことが出来るよう、努めてまいります。

　その検討の結果、これまで止まっていた観光・地域振興施策の着実な実行とコロナ禍の知見

を活かした「積極的な地域振興」により元気な飛騨市をつくり、これまで大きな政策として取り

組めていなかった環境や景観など「未来に遺す地域資源の保全」により市民の誇りを醸成し、

そして、これまでも取り組んできた弱者対策など、飛騨市の「特色ある政策の深化」によりあん

きな飛騨市をつくるという３つの重点方針を柱に、全方位に渡り政策を展開してまいります。

令 和 ４ 年 度 予 算 の 概 要

【　編成方針　】

「みんなが楽しく心豊かに暮らせるまち」の実現に向けて

【　重点方針　】

　その中での令和４年度の予算は、コロナ禍の２年間で停滞してしまったムードを吹き飛ばす

べく、テーマを全国的に動きだす人流の取り込みによる『地域経済の復活』と地域活動の着実

な実行と新たな地域資源の掘り起こし等による『市民の前向きな空気感の復活』とし、様々

な場で寄せられた市民の皆様からのご意見や、議会でのご提案等を予算協議の中で全て

チェックし最大限取り入れつつ、全庁を上げて取り組んできました。

●　積極的な地域振興

●　未来に遺す地域資源の保全



事業の主な概要 予算額

新年度から新たにスタートする事業

今年度までの事業内容を改め改善させた事業

今年度までの事業内容を拡張・充実させた事業

今年度までの事業内容を引き続き継続させる事業 事業の内容 概要書の掲載ページ

11

◎

10

●

6

◎

◎

5

弱い立場の方々が不自由なく暮らせる環境の整備

◎ みんなが健康で暮せる環境をつくる

継続

新規

新規 飛騨古川まつり会館の入館者数アップキャンペーンの開催

改革 200円の入館割引券を市内飲食店や宿泊施設、近隣

地域へ配布し、それぞれの店舗がまつり会館の営業マンと

して地域一体となった誘客を展開します。

千円

観光課

拡充

【　資料説明　】

◎ 地域や人を誇れるまちをつくる 7

1

●

積極的な地域振興対策の実施

アフターコロナの潮流を捉えた産業の振興

関係人口と地域が”交動”するまちをつくる

●

安心して住み続けられるまちをつくる

● 外部人材の活力による地域の活性化

●

インフラ・行政サービスの充実

カーボンニュートラルに寄与する森林施業の推進

地域での持続可能な産業をつくる 3

人口減少先進地の特色ある学びをつくる 7

● 未来に遺す地域資源の保全と活用

SDGsの達成に貢献できるまちをつくる

● 地域一体で育む子ども達の学び

● 歴史資源の掘り起こしによるシビックプライドの醸成

● 地域づくり型生涯学習の実現

　あんきな飛騨市づくり　-まちをつくる-

◎ みんなが心豊かに暮らせるまちをつくる 9

目　次

【　政策の柱　】

　元気な飛騨市づくり　-しごとを守る-

◎

　誇りの持てる飛騨市づくり　-ひとを伸ばす-

◎

●

◎ 市民や事業所が活気に溢れるまちをつくる

● 持続可能な農畜産業の推進

● 市民と一緒に取り組む健康づくりの推進

● クリーンで住み続けられるまちづくり

防犯・防災体制の強化●

● 持続可能な医療・介護体制の強化

●

安心して子育てできる環境の整備



観光課

新規 直売所への出荷を目的とした特色ある野菜等種苗材料の支援

新港郷友好クラブ会員を対象に、市の特産品を事前に

送り、一緒に食べながら市の観光施設や見どころを巡るオ

ンラインツアーを開催します。

千円

農産物直売施設の出荷会員に対し、特色ある農産物

や売れ筋野菜などの種や苗を配布することで、農作物の

品揃えアップを図ります。

千円

魅力的な食をテーマにしたまちづくり

令和４年度予算　主要事業の概要

観光課

新規 ヒダスケを活用した飛騨古川まつり会館の魅力アップ

遠方等で農作物を直売施設に納入できない出荷会員

を対象に、各地区へ巡回集荷し各農産物直売施設へ

配達する体制を整備します。

千円

食のまちづくり推進課

新規 農産物直売施設の巡回集荷体制の構築

市民や事業所が活気に溢れるまちをつくる

積極的な地域振興対策の実施

千円

新規 飛騨古川まつり会館の入館者数アップキャンペーンの開催

200円の入館割引券を市内飲食店や宿泊施設、近隣

地域へ配布し、それぞれの店舗がまつり会館の営業マンと

して地域一体となった誘客を展開します。

千円

観光課

新規 飛騨古川まつり会館４Ｋシアターを活用したワンコインシネマの開催

過去の古川祭映像を４K対応に高画質化するとともに、

市政に関連した映画等を上映する”４Kシアターワンコイ

ンシネマ(500円)”を年複数回開催します。

千円

観光課

拡充 他地域の街歩きガイドとの交流によるガイド力のアップ

ヒダスケなどの活用により、新たな誘客イベント企画や外

装のしつらえなどに対する提案を募集し、まつり会館の魅

力と身だしなみの向上を図ります。

新規 神岡町鉱山資料館のリニューアルに向けた基本設計の実施

新規 新港郷友好クラブ会員限定オンラインツアーの開催

有識者や市民が参加する検討委員会を設置し、展示

内容等の検討を行います。加えて、財源対策も含めた今

後の整備方針を検討します。

千円

神岡振興事務所

飛騨市版体験型観光の更なるブラッシュアップ

観光課

拡充 農水産物加工品の新商品開発の支援

観光課

千円

体験企画の申込機能や既存関連サイトを統合し、更

に、使いやすさのアンケート調査を随時行い改善を図る

機能を付した市観光サイトのリニューアルを行います。

新規 体験・食・宿の連動による魅力的な誘客戦略の推進

体験企画の試験実践として実施した「みん博」を発展さ

せ、更なる体験企画の掘り起こしを行うとともに、人・食・

宿などを連動させた効果的な誘客対策に取り組みます。

千円

食のまちづくり推進課

地域の観光拠点を核としたまちづくり

元気 元気な飛騨市づくり　－しごとを守る－

新規 飛騨市観光webサイトのリニューアル

千円

新規 食の大使による飛騨の食材による公邸料理教室の開催

新規 飲食店や宿泊施設等を対象とした料理の魅せ方講座の開催

SNSや店舗のメニュー表などに使用する写真について、ス

マホでの簡単な撮影方法から、美味しく魅せる料理の盛

付方などの講座を開催します。

千円

飲食店等による伝承作物を活用した料理開発を行い、

手に取りやすいレシピを作成するとともに、上町農産物直

売所において、試食を含めた即売会を開催します。

千円

市観光プロモーション大使の永田薫さんと米農家によりお

米を共同栽培し、その過程をSNS等でPRするほか、収

穫したお米をふるさと納税返礼品として出品します。

千円

食のまちづくり推進課

食のまちづくり推進課・観光課

食のまちづくり推進課

新規 上町農産物直売所における伝承作物フェアの開催

新規 飛騨市観光プロモーション大使を活用したブランド米の栽培・販促

拡充 観光大使とのプロモーション契約による情報発信の強化

食のまちづくり推進課

お家で普段とはひと味違った料理を作りたいご家庭を対

象に、地元食材を使って実際に公邸料理として出される

ような料理教室を開催します。

千円

食のまちづくり推進課

新規 食用バラの生産拡大のための研究

バラ栽培における剪定の必要な枝の見分け方や害虫の

防除方法などの研修会を開催することで、生産技術の向

上を図り食用バラ生産の安定化を支援します。

新規 経産牛「飛米牛」の肉質調査の実施

産歴の高低による比較を行い、オレイン酸やイノシン酸な

どの分析から「飛米牛」の肉質を見える化し、価値を高め

PR等に活用します。

千円

畜産振興課

1



新規 UIターン転職者の地元就職促進・支援

検討中

千円

商工課

新規 河合地区の歴史・地域資源を学ぶシリーズ講座の開催

検討中

新規

地域資源を活かした特色あるまちづくり

拡充 飛騨河合音楽コンクールの審査体制・賞の拡充新規 ふるさと種蔵村民限定の種蔵農作物を活用した料理教室の開催

ふるさと種蔵村を思い浮かべていただくキッカケ作りのた

め、市独自のお年玉番号を付した年賀状を送付し、種

蔵の特産品や家庭の味を村民へお届けします。

新規 入浴剤等の薬草新商品の研究・開発

福祉事業所との連携により新たに薬草入浴パックを開発

します。また、市外企業との連携により薬用入浴剤の開

発に向けた調査研究を行います。

種蔵を守り育む会との連携により、地域住民から提供い

ただける野菜やお米を、種蔵村カタログショッピングとして

村民限定で販売します。

千円

宮川振興事務所

商工課 商工課

種蔵の各家庭における地域の味を村民が自宅で楽しん

でいただけるよう、地域住民を講師に種蔵紅カブやミョウ

ガ等を用いた漬物の料理教室を開催します。

千円

宮川振興事務所

新規 市産品の海外輸出セミナーの開催

食品や農産加工品をメインに、市産品の販路拡大と高

付加価値化を目的とした輸出に関してのノウハウを学ぶ

セミナーを開催します。

千円

新規 首都圏における定期的なサロンの開催

ふるさと種蔵村民への市独自のお年玉抽選付年賀状の配布

首都圏の既存店舗等を活用し、富裕層を対象とした市

の特産品や食、体験などのサロンを開催することで、テス

トマーケティングを兼ねたPRとファンづくりを図ります。

千円

商工課

外需獲得の促進

アフターコロナの潮流を捉えた産業の振興

千円

宮川振興事務所

新規 他地域との連携による飛騨市物産展の開催

新規 飲食店等におけるweb情報発信の強化セミナー等の開催 新規 飲食・小売店における魅力的なメニューなどPOP作成セミナーの開催

市内飲食店のGoogleマップなどwebへの情報掲載や紹

介動画の作成など、webを活用した情報発信の強化を

図るセミナーを開催します。

千円 市内飲食・小売店を対象としたコトPOPマイスターによる

店頭や商品のPOP、メニュー表などの魅力的な書き方を

学ぶ講座を開催します。

千円

千円北陸や東海エリアを中心に、市がこれまで培ってきた関係

のある商業施設等において市内の事業者と連携した物

産展を開催します。

地域振興課

商工課

持続可能な事業経営の支援

商工課

新規 富山ドローンスクールと連携した飛騨市ドローンスクールの開校

拡充 小さなまちづくり応援事業のクラウドファンディングを活用したリニューアル

地域振興課

千円

新規

拡充 年間を通じた薬草シリーズ講座の開催

新規 山林をフィールドにした薬草採取体験ツアーの開催

地域振興課

千円

河合振興事務所

新規 天生の森と止利仏師企画展の開催

地域の語り部による止利仏師に関する講演会や歴史な

どの解説パネル、飛騨の匠の道具等を展示する企画展

を開催します。

千円

河合振興事務所

薬草を核とした各地域の薬草拠点の設置

市内全域への薬草活用を展開するため、市内の入浴施

設を活用し薬草風呂や様々な体験、食事、商品販売

などをセットにした薬草デーやウィークを開催します。

千円 現地案内人付きで、自生する薬草を学びながら採取で

きる「薬草採取体験ツアー」を開催します。

新規 ふるさと種蔵村民限定の種蔵農作物おすそ分け通販の実施

拡充 ひだ森の恵みにおける薬草加工サービスメニューの拡充

市内でのドローン資格を取得する機会を創出するため、

富山ドローンスクールを講師として招聘し、「飛騨市ドロー

ンスクール」を開校します。

千円

千円

地域振興課

新規 小規模事業者の事業承継支援

検討中

千円

商工課

新規 天生の森と止利仏師伝説ツアーの開催

検討中

千円

河合振興事務所

2



新規 担い手農家の所得向上と農地保全の一体的な検討

新規 牛等の放牧による地域と連携した荒廃地対策の試験実施

新規 事業者が実施するDX化の支援

事業者が行うDX化に対するアドバイザー派遣から実装ま

での費用に対し1/2（上限20万円）を支援するととも

に、維持費（上限20万円）も２年間支援します。

千円

商工課

農地の未来を見据えた持続可能な農業の支援

持続可能な農畜産業の推進

地域での持続可能な産業をつくる

就農に対する門戸を広げ、本格的に農業を始めたい方

から家庭菜園を始めたい方まで、あらゆることをワンストッ

プで支援する体制を構築します。

新規

市内の農業事業者の従業員確保を促進するため、就農

して1年以上雇用された方に対し就農奨励金（学卒7

万円、UIターン5万円）を交付します。

千円

農業振興課

農業振興課

千円

農業振興課

農業振興課

新規 農家が独自に行う雇用確保対策の支援

新規 将来的な就農を見据えたインターンシップ受入農家の支援

市内の農業事業者が従業員確保を目的に独自で行う

取組（就職フェアへの出展やサイト掲載、チラシ作成）

について、最大10万円支援します。

千円

市内の農林業事業者が独自でインターンシップを受け入

れる際、インターン生に支払う宿泊費や交通費について

最大３万円支援します。

千円

農業振興課

農業振興課

新規 農業の魅力や求人情報を周知する「アグリニュース」の定期刊行新規 飛騨市農業まるごと就農相談所（仮）の設置

雇用就農の促進

千円

主要10箇所に気温・湿度・気圧・雨量・風速などを計測

する機器を設置するとともに、活用方法を考える勉強会

を開催するなど広く利用して頂く仕組みを検討します。

千円 人口衛生技術を活用し１㎞メッシュ単位で作物育成状

況を把握できるシステムを導入し、モニター農業者を募集

して活用事例を共有する勉強会を開催します。

スマート農業の導入促進

新規 人工衛星技術を活用した作物生育状況確認システムの試験導入

農繁期等の人手不足を補うためのパートタイム労働者の

受入について、これまで実績がない農家を対象に、ベテラ

ン農家を講師とした勉強会を開催します。

千円 飛騨地域のあすなろ農業塾長等を講師に迎え、今後の

農業を担う市内農家と市外の指導農業士とのコミュニ

ケーションの構築を目的とした講習会を開催します。

千円

農業振興課 農業振興課

新規 モデル地区における荒廃農地の未来を語る座談会の開催

農業振興課

中高年就農者の作業受託に対する農機具導入支援

中高年就農者水稲応援補助金に加え、新たに10a以

上の作業受託を3年以上行う際の農機具の新規導入に

かかる費用の1/3（上限30万円）を支援します。

千円

農業振興課

担い手農家の所得を守り持続可能な農業を推進するた

め、借地料の見直し検討を周知するとともに、従来の作

業受託交付金の上限額を撤廃します。

千円

新規 外国人材のための暮らしのマナー講習会の開催

新規 事業者における従業員の資格取得の支援

荒廃農地対策としてモデル地区を選定し、「守り残してい

くべき農地」を地域と一緒に考え、専門家を招聘し課題

の洗い出しを行います。

千円

モデル地域を選定し、地域と和牛改良組合との連携によ

り牛等の動物を地区に貸与し、放牧による下草刈りの実

証実験を行います。

千円

畜産振興課

新規 IoTを活用した市内気象観測点の拡大による農業への活用

千円

農業振興課 農業振興課

職務に必要な資格や講習等を受講する従業員にかかる

費用を負担する事業者に対し、対象経費の1/2（上限

5万円）を補助します。

千円

商工課

商工課

新規 新たな雇用確保を目的に行う労働環境整備の支援

新規

農業振興課

市内の農業事業者が雇用確保を目的に労働環境（仮

設トイレや休憩所）の改善を行う際、購入及び設置に

係る費用について最大20万円支援します。

千円

市の体育館等の利用の仕方やゴミ分別のルールなど、外

国人材が日常生活の中で困惑する様々な場面をテーマ

にした講習会を開催します。

千円

市内農業法人への雇用に対する奨励金の交付

農業のイメージや現状、魅力、求人情報等をわかりやすく

市内外に広く伝えるための情報紙「飛騨市アグリニュー

ス」を年４回発行します。

新規 パートタイム労働者の受入未経験農家向け勉強会の開催 新規 研修生受入農家の育成を図る講習会の開催

拡充 起業・事業拡大促進補助金のメニュー拡充（２店舗目出店支援）
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森林環境譲与税を活用した市単独事業として、緊急度

や費用対効果等の観点から優先度が高い箇所の緩衝

帯（バッファゾーン）整備を行います。

新規 民間事業者が主体となった広葉樹林施業の支援

民間事業体が主体となった広葉樹天然林の施業に要す

る経費の一部を市が独自で支援し、広葉樹の安定供給

体制の構築を図ります。

千円

千円

林業振興課

林業振興課

林業振興課

千円

林業振興課

粗飼料自給率の向上を目的に、市内稲WCS生産農

家から購入した畜産農家に対し、１ロールあたり500円

を補助します。

千円

林業振興課

新規

林業振興課

畜産業の振興

新規 地元産稲WCSの購入支援による活用促進

新規 林業に就くまでのフルパッケージ支援「飛騨市フォレストスクール」の開校

鳥獣害対策の強化

拡充 獣害対策重点地区におけるサル用大型捕獲用罠による捕獲体制の強化新規 猟友会との連携による鳥獣害対策の強化

市が担っていた鳥獣害対策業務の一部を委託すること

で、鳥獣害に対する迅速な対応と猟友会との連携による

捕獲体制の強化を図ります。

千円

林業振興課

新規 市獣医師確保のための住居支援や待遇の改善

新規 広葉樹天然林のFSC森林認証取得による高付加価値化

市の広葉樹天然林においてFSC認証を取得し、今後増

加が予想される国内FSC材の需要に対応するとともに、

認証材として差別化を図ることで販売促進を図ります。

市内産広葉樹を活用した集成材の開発と、それらの新

たな活用手法を広くコンペにより募集することで、小径材

のカスケード利用とさらなる高付加価値化を図ります。

広葉樹のまちづくりの推進

拡充 牛受精卵移植・採卵費用の支援対象牛の拡充（牛伝染性リンパ腫陽性牛）

地域団体が主体となって取り組む森林の保全管理や資

源を活用するための活動（作業路補修・雑草木の刈払

い等）にかかる費用の一部を支援します。

千円

林業振興課

拡充 リモートセンシング技術を活用した地積調査の推進

拡充 市内事業体就職者に対する林業技術者育成奨学金制度の適用

新規 森林作業路の機能向上強化にかかる整備の支援

森林環境譲与税を活用した市単独での里山林整備

森林作業路の機能向上強化に必要な路盤強化や排

水処理、幅員拡幅等の改良工事に対し、工種に応じた

費用の一部を支援します。

市内中高生等を対象に、現在の林業に対する正しい認

識と森林が有する公益的機能を伝える出前プログラム及

び現地見学会を開催します。

畜産振興課

千円

新規 地域団体が主体で取り組む森林保全や資源活用の支援

市に勤める大動物臨床獣医師の確保のため、給与面の

待遇改善や、２年間の住居の支援を行うことで、訴求

力の向上を図ります。

千円

畜産振興課

カーボンニュートラルに寄与する森林施業の推進

林業技術者の確保・育成

新規 市内中高生を対象とした林業出前講座や現地見学会の開催

新規 市有林のレンタルによる新たな森林活用の創出

現場見学・体験から先輩フォレスターとの交流、移住相

談まで、林業に就くまでをフルパッケージで支援する「飛騨

市フォレストスクール（仮称）」を開校します。

千円

森林環境譲与税を活用した森林施業の推進

千円

林業振興課

市の林業振興に資する独自の取り組みを募集するアイ

ディアコンペを行い、個人や事業所等に対し、一定の条

件下において市有林を貸与します。

千円

千円

林業振興課

新規 広葉樹施業モデル林の設定による取り組みのPR推進

宮川地区市有林の一部を「広葉樹施業モデル林」として

指定し、施業に関する試験や広葉樹のまちづくり学校、

ツアーや団体視察等での説明・PR等に活用します。

新規 国産広葉樹集成材の開発と活用アイディアの募集

千円

林業振興課

拡充 牛伝染性リンパ腫淘汰支援事業交付金の対象牛（10産未満）の拡充
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千円

移住者が住むとこネット掲載物件を購入する際に移住者

用住宅ローンを借りた際の利息1％を上限に最長36月

全額補給します。

千円

これまでの移住サイト「飛騨に暮らす」に就職情報等も紐

づけするなど、移住者が知りたい情報を一括して取得でき

る情報サイトにリニューアルを行います。

不足する賃貸物件の掘り起こしのため、賃貸のメリット・デ

メリットを整理した周知チラシ等を作成し、賃貸物件とし

て空き家バンクへの登録を促進します。

千円

地域振興課

関係人口と地域が”交動”するまちをつくる

千円

飛騨市ファンクラブのサポート強化

地域振興課

拡充 サポートセンターによるファンクラブの会員特典割引クーポンの発行

新規 空家情報サイト「住むとこネット」の賃貸物件登録の促進

地域振興課

新規 飛騨市ファンクラブサポートセンターの開設

古川地区はnode(ノード)を、神岡地区は宙ドーム神岡

をファンクラブサポートセンターに位置付け、会員への特典

発行や観光案内等、様々なサポートを行います。

千円

新規 移住サイト「飛騨に暮らす」の全面リニューアル

ファンクラブ会員用ネット通販サイトの期間限定開設

ネット上に市内特産品を販売するファンクラブ会員専用

店舗を開設し、送料500円を支援する会員限定ネット

通販を夏の期間限定で開催します。

千円

地域振興課

地域振興課

外部人材の活力による地域の活性化

移住・定住の促進

新規 移住者による住むとこネット掲載物件購入時の利子補給支援

新規

地域振興課

新規 ファンクラブを活用した民間による地域課題解決マッチングサービスの支援

拡充 地域おこし協力隊員の市内事業承継にかかる費用の支援

関係人口を活用した地域課題解決や新たな関係人口

創出のための民間マッチングサービス費用等について、最

大10万円を支援します。
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外来植物種子の湿原内への侵入を防止するため、来場

者の靴底を洗う場を池ヶ原湿原の入口に２箇所（１箇

所は車イス対応）に設置します。

新規 事業者との連携による神岡地区での休日リサイクル体制の整備

検討中

千円

環境課

河合振興事務所

誇り 誇りの持てる飛騨市づくり　－ひとを伸ばす－

SDGsの達成に貢献できるまちをつくる

未来に遺す地域資源の保全と活用

自然資源の掘り起こしと保全・活用の推進

街並み景観の保全

新規

新規 湿原保護パトロール員や自然案内人等のスキルアップ研修の支援

検討中 観光課

新規 IoTセンサーカメラによる不法投棄監視体制の強化

千円

宮川振興事務所

新規 靴底洗い場の整備による池ヶ原湿原の外来植物種子侵入防止

千円

観光課

新規 天生湿原の緑地化等の原因となる環境影響植物の調査

天生湿原の陸地化の進行について、岐阜大学と連携し

環境影響植物の現地調査を行うとともに除去計画を策

定し令和５年度からの計画的な除去を検討します。

新規 深洞湿原・天蓋山・白木峰の現況調査と保全活用の体制構築

検討中

千円

観光課

新規 外部人材の投入による自然案内人等の事務局体制の強化

市民レベルで地球温暖化防止に貢献し、地域資源を活

かしながら持続的発展が可能な地域を残していくための

環境基本計画（R5～）を策定します。

千円

千円

千円

河合振興事務所

新規

従来のカメラは映像が上書き保存され、リアルタイムに現

場を確認できなかったため、インターネット経由で異常を

通知するIoTカメラで不法投棄を監視します。

千円

環境課

新規 第三次飛騨市環境基本計画の策定

新規 岐阜大学との連携による池ヶ原湿原の獣害対策の実施

野生動物による食害防止を図るため、監視カメラを設置

しデータ収集と分析を行うとともに、岐阜大学と連携し保

全計画の策定と部分的な電柵設置を行います。

脱炭素に向けた取り組み

新規

クリーンで住み続けられるまちづくり

検討中

千円

千円

宮川振興事務所

天生駐車場公衆トイレを全て簡易水洗化し、一部を和

式から洋式便器に付け替えるとともに、男女間の天井間

仕切りを設置するなど環境改善を図ります。

天生湿原公衆トイレの簡易水洗洋式化

新規 地域脱炭素に向けた再生可能エネルギーの利活用研究

送電網等に左右されにくい再生可能エネルギーの利活

用方法、市内で生まれ地域外で消費される再エネの付

加価値化及び財貨の還流に関する研究を行います。

千円

環境課

千円

都市整備課

環境に配慮したゴミ処理の推進

新規 市道大横丁線の無電柱化に向けた概略検討の実施

街並み景観保全の取り組みの一つとして、市道大横丁

線の無電柱化に向けた概略検討を行い、令和６年度か

らの着工を目指します。

令和版古川まちづくり研究会（仮）の発足と勉強会の開催

古川市街地における若手の景観研究会を発足し、有識

者の指導のもと、価値の分析研究を行い、「令和版飛騨

古川タウントレイル（仮）」の発刊を目指します。

千円

都市整備課

事業者との連携による高齢者世帯の粗大ごみ回収の支援

検討中

千円

環境課

総合政策課
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地域や人を誇れるまちをつくる

拡充

一部のスポーツ及び文化系部活動について、土日の活

動を地域活動に移行する「地域部活動化」の試験的な

実施を行い、令和８年度の完全移行を目指します。

子ども達のスポーツ活動を広く周知する情報紙の発行

子ども達の「スポーツで汗を流す姿や努力している姿」を

広く市民に伝えるため、情報紙「スポーツひだ（仮）」を

創刊し、年６回発行します。

千円

学校教育課

地域づくり型生涯学習の実現

地域振興課

ALTの増員による普段から英語に慣れ親しむ環境づくり拡充

ソフトボールやサッカーなど学校間で合同実施している部

活動について、シャトルバスによる送迎の試験運行を行い

ます。

新規 市内高校の魅力ある取り組みを応援する助成制度の創設

千円

新規 合同部活動における学校間移動のためのシャトルバス運行の実証実験

学校教育課

新規 中学校部活動の地域部活動化の先行実施

人口減少先進地の特色ある学びをつくる

地域一体で育む子ども達の学び

飛騨市学園構想など特色ある教育の推進

学校教育課

新規

千円 千円

部活動指導者を登録する市独自の人材バンクを開設す

るとともに、県から専門家を招聘し、指導者の研修会を

年２回開催します。

部活動指導員の増員による教員の負担軽減

拡充 新港郷との小中高それぞれのステージにあわせた英語オンライン交流

新規 飛騨市部活動指導者バンクの開設と研修会の開催

フランスで行われている国民的食育活動「味覚の授業」

の要素を取り入れ、地元シェフによる味覚５要素を学ぶ

授業を小学生を対象に実施します。

千円

食のまちづくり推進課

全世代を対象とした食育の推進

新規 市内小学生を対象にした地元シェフによる味覚授業の実施 新規

検討中

千円

スポーツ振興課

児童生徒と地域や学校の連携・協働により企画し取り

組むプロジェクト（対面販売会や小中高の連携等）に

対し、最大20万円支援します。

千円

拡充 神岡地区におけるグリーンルームの開設

拡充 小中高の校種間連携による防災タウンウォッチングの実施

将来を見据えた部活動の推進

拡充 小中学校教職員用タブレット端末の配備 拡充 小中学校ICT支援員の増員によるサポート体制の強化

学校教育課

千円

スポーツ振興課

千円

スポーツ振興課

新規 ふるさと納税を活用したジュニアスポーツ活動や機材購入の支援

中日ドラゴンズとの連携によるふるさと納税を活用し、ジュ

ニアスポーツの活動や機材購入について、各団体の人数

に応じた補助を行います。

千円

スポーツ振興課

文化祭や部活動の充実や将来の可能性を発揮できる

魅力的な環境づくりのための備品購入や活動を最大50

万円支援するとともに、取り組みの報告会を開催します。

新規 全国中学生クロスカントリー大会in流葉（仮称）の開催

市内の中学生に未舗装路を走る事の大切さや楽しさ、

また、市外中学生との交流を目的に、流葉スキー場周辺

をコースとしたクロスカントリー大会を開催します。

千円

スポーツ振興課

拡充 古川地区におけるスポーツ学童の開設

新規

スポーツを通した学びの充実

新規

新規 子ども達のストリートスポーツ環境等の整備

児童生徒と地域・学校が自ら取り組むプロジェクトの支援

元プロ野球選手による子ども達を対象とした野球教室等の開催

市内の子ども達を対象に、元プロ野球選手約20名によ

るふれあい野球教室や様々なアトラクション、選抜チーム

とのミニゲーム等を開催します。

千円

食のまちづくり推進課

伝承作物を「知って・育てて・食べる」食育教室の開催

「食文化の継承」をテーマに、伝承作物を題材とした「学

ぶ・育てる、食べる」公民館講座を年２回開催します。
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茅葺きが損傷している旧中村家の修復について、ふるさと

納税を活用し調査及び設計を行うとともに、専門家や地

元住民との意見交換会等を行います。

江馬氏城館跡におけるイベント時の情報発信や観光客

の利便性向上のため、Wi-Fiフリースポットの整備を行い

ます。

千円

文化振興課

高齢者が楽しく学べる市民カレッジシニア学部の創設

新規 市指定文化財「旧中村家」の活用検討WSと修復設計の実施

全世代が楽しく学べる環境の推進

拡充 飛騨市美術館におけるWS等アウトリーチ活動のメニュー増拡充

国史跡への追加指定を目指す傘松城の歴史や魅力を

広く伝えるための歴史講座を開催します。

新規

新規 傘松城歴史講座の開催

県との連携による高齢者や子育て世代への食の安全講座の開催

子育て世代には食の安全や食育の進め方を、高齢者に

は食中毒予防や健康食品などをテーマにした講座を岐

阜県との連携により実施します。

千円

食のまちづくり推進課

新規

千円

おやこでクッキングの古川地区での開催

歴史資源の掘り起こしによるシビックプライドの醸成

新規 神岡城における江馬氏城館跡の価値を伝える展示リニューアル

拡充 飛騨市美術館の空調等大規模改修

神岡城の展示内容を一新し、江馬氏の歴史や城館

跡、出土遺物などの考古資料と、それらの詳細な解説パ

ネルを壁面に設置するなどでリニューアルを図ります。

千円

文化振興課

江馬氏城館跡の活用促進のためのWi-Fiフリースポットの整備

歴史資源の保全と活用の推進

拡充

文化振興課

千円

文化振興課
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あんき あんきな飛騨市づくり　－まちをつくる－

生活に困難を抱える方々の支援

安心して子育てできる環境の整備

新規 インクルーシブ遊具の整備 新規 ユニバーサルな公園をテーマとした千代の松原公園の整備検討

障がいの有無に関わらず誰もが一緒に遊べる公園を目

指し、まずは杉崎公園と坂巻公園に固定ベルトがついた

ブランコと車イスの児童でも遊べる砂場を整備します。

千円 千代の松原公園を、全世代が開放的な環境の中で気

軽にゆっくり過ごせる公園として再整備するため、市民や

関係団体等へのニーズ調査を行います。

千円

都市整備課 都市整備課

新規 新規 杉崎公園人工芝グラウンドを活用した水遊び場の提供

小さいお子さんが芝生の上で安全に水遊びができるよう、

杉崎公園の人工芝グラウンドを活用し、スプリンクラーや

プール等を設置し、夏期月２回程度開放します。

千円

都市整備課

みんなが心豊かに暮らせるまちをつくる

弱い立場の方々が不自由なく暮らせる環境の整備

ひとり親家庭等への支援

新規 ひとり親家庭等の疾病時等の家事・育児等の支援

ひとり親家庭等の保護者が疾病等により家事や育児が

できない場合、住居の掃除、買い物、乳幼児の保育等

を代行する支援員を派遣します。

千円

子育て応援課

拡充 ひとり親家庭等の病児保育利用料の負担軽減

安心して子育てできる環境の整備

千円

都市整備課

新規 成年後見制度中核機関の設置と担い手育成の推進

新規 喀痰吸引・経管栄養の資格取得研修費用の助成

重度障がい者等が就労する事業所における看護師の身

体介護支援にかかる人件費について、市が支援します。

新規 多重債務を防止するためのFP等専門職による個別のライフプラン教育支援

拡充 高校入学時の準備品購入支援額の拡大

障がいのある方々の支援

千円

障がい福祉課

千円

子育て応援課

子育て応援課

拡充 ひとり親家庭等の教育訓練や資格取得への支援

SNS等を活用した市内公園の情報発信の強化

魅力ある公園の自然（開花など）や施設、各種イベン

トなどについて、子育て世代の活用が多い民間HPや

SNSを活用した情報発信を強化します。

千円 重度障がい者等の喀痰吸引や経管栄養を行うための資

格取得費用について、県補助に対し市が上乗せ補助を

することで実質無料で研修を受けられるよう支援します。

拡充 助産師による産前からのアウトリーチ型サポート体制の構築

新規 公立保育園における保育業務効率化システムの導入

保育士の働きやすい環境づくりとして、指導計画や要録

の作成、各種記録、保護者便りの作成などを省力化す

るタブレット端末を活用したシステムを導入します。

千円

子育て応援課

新規 ひとり親家庭等を対象とした宅食サービスの創設

検討中

千円

拡充 神岡地区での休日保育の実施

子ども達が楽しく遊べる環境の整備

千円

子育て応援課

新規 重度障がい者を雇用する民間事業所の支援

障がい福祉課

新規 ひとり親家庭の高校入学時の準備品購入支援額の更なる上乗せ支援

市社会福祉協議会に委託し、成年後見制度の中心的

な機関となる中核機関の設置を行うとともに、成年後見

を受任する担い手育成の研修費用を支援します。

千円 子どもの成長に伴い将来の家計運営に不安を抱えてい

る方に対して、ファイナンシャルプランナー等の専門家によ

る個別ライフプランニングの相談セミナーを行います。

千円

地域包括ケア課 地域包括ケア課

新規 公立保育園における看護師の配置

感染症の早期発見や感染対策時の保育士への指導、

慢性疾患がある園児への対応等で公立保育園４園を

サポートする看護師１名を宮城保育園に配置します。

高校入学時の負担軽減のため、ひとり親家庭（児童扶

養手当受給者）に対する準備品購入支援額を2万円

上乗せします。
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相続財産処分等の相談事例をモデルに、市が遺贈寄附

を受けて相続財産を処分する手法などの課題等を分析

し、今後の政策立案に繋げます。

千円

新規 終活支援センターによる死後事務委任サービスの調査・研究

拡充

健康意識の醸成と実践の支援

持続可能な医療・介護体制の整備

みんなが健康で暮せる環境をつくる

市民と一緒に取り組む健康づくりの推進

３歳健診時における保護者の尿中塩分濃度の測定

千円

地域包括ケア課

クアオルト健康ウオーキングのまちなか新コースの開設

新規 認知症VR体験会の開催

VR技術を活用した認知症の中核症状を体感する体験

会を開催し、頭で理解するのではなく体感することを通じ

て、より多くの方への理解を深めます。

育休・産休の取得に積極的な事業所への支援

新規 高齢者を対象としたスマホ教室の開催と市民指導員の養成

新規

新規

拡充買い物弱者対策の貨客混載モデルの試験実施

検討中

拡充

地域包括ケア課

拡充 医療・介護・福祉サービスの創設・拡充に対する包括的支援制度の創設

拡充 福祉用具の購入・貸与に関する訪問リハビリ専門職の派遣

新規

新規 飛騨市民病院で受入れた研修医のネットワークづくり

新規 市内ヘルパー事業所の共同求人リーフレットの作成

不妊・不育症治療時にかかる交通費の助成拡大

地域包括ケア課

千円

市内事業所の職員が育休、産休を取得した際に、一人

当たり10万円の奨励金を事業所に交付することで、離

職率の低下を図ります。

千円

地域包括ケア課

地域包括ケア課

新規 クアオルト健康ウオーキング連携自治体へのウオーキングツアーの開催

ヘルパー人材の確保を目的として、市内全ヘルパー事業

所の求人情報とヘルパー業務の魅力等が伝わる求人

リーフレットを市が作成します。

拡充

千円

地域包括ケア課

病院管理室

地域包括ケア課

検討中

クアオルト健康ウオーキングについて市と連携している岐

阜市や関市への日帰りウオーキングツアーを開催し、参加

者やガイドの相互交流を図ります。

医療・介護・福祉人材の確保

千円

拡充

新規 ヘルパー経験者の市内事業者における正規雇用に対する奨励金の交付

飛騨市地域生活支援拠点事業の本格実施

障がいのある方等の緊急時受入対応や24時間365日

の連絡相談体制機能を持つ拠点を本格実施し、「もし

も」に備えるシステムを整備します。

千円

地域生活安心支援センター

拡充

民間の委託認知症相談窓口の神岡地区での設置

市内事業所がヘルパー経験者を正規職員として雇用し

た際に、一人当たり10万円の奨励金を事業所に交付す

ることで、雇用待遇の改善を促進します。

千円

高齢者が最期まで安心して暮らせる環境の整備

千円 一人暮らし高齢者世帯等を対象に、実証モニターとして

見守りシステムを貸与し、有効性や課題を検証するととも

に、結果周知を兼ねた体験展示会を開催します。

千円

生涯学習課

拡充 障がい者グループホームの整備

障がい者就労施設応援企業奨励金の支給要件の拡充

新規新規 バリアフリーのまちづくりを目指した基礎調査の実施

障がいのある方々と一緒に市内の現場確認や意見交換

を行い、ユニバーサルトイレの整備や段差の解消など、市

内の課題の洗い出しを行います。

千円

障がい福祉課

飛騨市地域生活安心支援センターの人員体制強化

千円

スポーツ振興課

拡充 在宅障がい者の交通費支援における自家用車利用の適用拡充

医療・介護総合人材バンクからの就労に対する特別支援金の交付

医療介護事業所等で急な欠員が出た際に、市の人材

バンク登録者から即時就労に繋がった場合、緊急特別

支援金として30万円を交付します。

千円

地域包括ケア課

新規 IoTを活用した高齢者見守りサービスの実証実験

高齢者のデジタルデバイドを解消するため、各地域におい

て指導員を養成し、その指導員が小単位での高齢者向

けスマホ講座を開催できる体制を構築します。
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世帯減少により施設維持が困難な地域があることから、

施設解体に要する経費の1/2（上限150万円）を支

援するほか、倉庫等の新築・改築も支援します。

新規 消防団員の準中型免許取得の費用助成

平成29年の法改正により準中型免許が必要となった消

防団車両の運転手を確保するため、準中型免許の取得

費用とAT限定解除費用を全額支援します。

千円

消防本部

消防団員の報酬や出動・操法大会等にかかる処遇改善

総務省の基準に準拠し団員報酬等を引き上げるほか、

県操法大会に出場する団員や専門技術等を要する団

員に対する特別報酬を市独自に創設します。

千円

避難所における下水道マンホールトイレシステムの整備

避難所におけるトイレ不足を解消するため、マンホールト

イレシステムを５箇所整備し、実際の使用法や問題点

把握のため、試供品を購入し検証を行います。

千円

個人や地区が有する施設の環境整備

千円

インフラ・行政サービスの充実

新規 神岡地内消雪設備の増設にかかる概略設計の実施

新規 市内主要橋梁の耐震化に向けた設計の実施

R2に実施した既存井戸の揚水量調査により、全路線の

整備が困難であることから、地元住民と一緒に路線選定

を行うプロセスを取り入れ概略設計を行います。

千円

市道に架かる橋梁のうち、今後耐震化が必要な橋梁に

ついて、孤立等の緊急性やライフラインへの影響等も考

慮し、優先度の高い市内２橋について設計を行います。

市の防災行政無線のデジタル化に向けた手法や必要経

費の洗い出しなどの調査を実施し、今後の設備等の維

持や更新に関する方針を策定します。

千円

新規 集落有集会施設の解体費用に対する支援

千円

危機管理課

消防本部

市内の中小10河川及び宮川沿いの地域に対し、県作

成の洪水浸水想定区域図をもとにした河川ごとの洪水

ハザードマップを作成し、該当流域全戸に配布します。

生涯学習課

防犯力の強化

実践的な防災活動の推進

水道課・危機管理課

新規新規 市内中小河川に対応する洪水ハザードマップの作成

千円

建設課

建設課

安心して住み続けられるまちをつくる

防災・防犯体制の強化

新規 防災行政無線の今後の運営方針にかかる調査の実施

新規 各家庭に配備する防災ハンドブックの作成

洪水災害や地震等への備え、避難所生活、非常持ち

出し・備蓄品等について、最新の情報を掲載した防災ハ

ンドブックを作成し、各家庭に配布します。

千円

新規 ケアマネ参画による避難行動要支援者個別避難計画作成の試行実施

新規 民間賃貸住宅の建設促進補助制度の創設

市内のアパート不足を解消し人口流出を抑制するため、

アパートを建設する個人及び事業者に対し、建設資金

の借入や固定資産税に対する支援を行います。

千円

都市整備課

実際の垂直避難をイメージしてもらうパンフレットの作成

洪水等災害時に垂直避難した際の数日生活するために

必要な物品などについて要約したチラシを作成し、出水

期前に全戸配布します。

千円

危機管理課

千円

所有者または行政区等が空家を解体する際の費用の

1/2（上限100万円）を補助し、更に行政区等が解体

する場合は補助率及び上限を引上げます。

拡充 市内における屋外防犯カメラの増設

地域参画型の公共交通サービスを実現するため、専門

的な知見を有する名古屋大学との共同研究を実施する

とともに、人材育成のための短期人材交流を行います。

総務課

ケアマネ等福祉専門職が関与した個別避難計画の作成

を試行的に実施し、作成経費として7,000円/件を支払

うことで、本格的な導入に向けた検証を行います。

千円 住宅地図データベースを保有する事業者へ委託し、市が

保有する空家情報に、事業者の現地調査データを統合

することで、市内空家のデータベースを構築します。

千円

総務課 総務課

新規 名古屋大学との連携による公共交通網の共同研究

地域包括ケア課

危機管理課

市内空家の調査によるデータベースの構築

危機管理課

新規 個人・行政区等が所有する空家住宅の除却支援 新規

危険木処理の予防的伐採メニューの追加と対象者の拡大拡充

新規

新規

消防本部被災時のための本庁舎基地局アンテナの設置

拡充 協定に基づく福祉避難所における防災備蓄品の配備

拡充

新規 継承者がない遺骨を納める市営合葬墓の整備

市営墓地内や和光園入所者等の継承者がない遺骨や

住民税非課税世帯で墓の建立が困難な方を対象とした

合葬式墓を市営上気多霊苑内に整備します。

千円

環境課

公共インフラの整備

拡充 神岡地区における福祉避難所開設訓練の実施

千円
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新規 「行かなくてもいい市役所」の実現に向けた庁内ICT相談員の配置

ICT相談員を配置し、ネットによるアンケートや申請フォー

ムを作成する行政手続デジタル化ツールを活用した様々

な窓口申請業務のオンライン化を推進します。

千円

新規 職員の職能向上にむけた資格取得等の支援

市職員が公務遂行上有用と認められる資格取得経費

について最大3万円を支援することで、職員の職能向上

に向けた自発的な取り組みを促進します。

千円

総務課

新規 軽自動車税関係手続きの電子化

新車登録・検査情報及び軽自動車税の納税情報の電

子連係により、車検時の納税証明書提示を省略するた

め、関連するシステムの改修を行います。

千円

税務課

拡充

新規 オンライン配信や動画作成スキルを持った技術者の育成

道路除雪サポーターの除雪機械等の購入支援

拡充 視覚に障がいがある方に対する市HPの音声読み上げ機能の整備

新規 市税のQRコードによる納税システムの導入

金融機関や自治体の事務負担軽減と納税者の利便性

向上のため、納税関連システムの改修を行い、令和５

年度からの市税のQRコード納税開始に備えます。

千円

税務課

拡充 戦略的な市職員採用活動

行政DXの推進等による市民の利便性向上

市職員採用活動の強化

新規 ごみ分別・カレンダーアプリの導入 新規 飛騨市デジタルトランスフォーメーション推進計画の策定

ごみの分別帳や収集日カレンダー機能を搭載し、利用者

の地区を登録することで、分別の種類に応じたごみ出し

日の通知などが行えるスマホアプリを導入します。

千円 人口減少による市が抱える問題に柔軟に対応しデジタル

化を加速していくための推進計画について、外部の専門

家を交えた策定委員会を設置し計画を策定します。

千円

環境課 管財課

新規 市税の口座振替新規申込促進キャンペーンの実施

市税の口座振替利用率の向上を図るため、新たに口座

振替を申込み実際に振替された方を対象に、飛騨市行

政スマイルポイントを500ポイント進呈します。

千円

税務課

地域包括ケア課

管財課

オンライン配信技術を学ぶセミナーを開催し、その実践の

場として市のオンラインイベント提供するとともに、こうした

方々が相互にサポートし合える体制を構築します。

千円

総合政策課

新規 介護認定審査会のWEB会議化に向けた実施検証

審査委員が自宅や職場から審査会に参加できるよう、

委員にタブレット端末を貸与し、ZOOMを活用したオンラ

イン審議会を段階的に実施していきます。

千円
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令和３年１２月

飛騨市役所　企画部　総合政策課
☎ 0577-73-6558（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）

✉ sougouseisaku@city.hida.lg.jp



予算査定

12-１月

議会審議

２-３月

今後のスケジュール 資料②

政策協議

７-９月

予算編成

10-11月

第１回飛騨市総合政策審議会
（令和３年８月４日㈬）

第２回飛騨市総合政策審議会
（令和３年10月28日㈭）

第３回飛騨市総合政策審議会
（令和３年12月23日㈭）

7月 10月 11月

1月

第４回飛騨市総合政策審議会
（令和４年３月22日㈫）


